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たった一言の言葉で
沖縄・我如古　彩祢
　「本気だから・・・」この言葉を、なぜもっと早く私も思いつかなかったのだろう。
　私が五年生のころ、いやそれ以前も、学級ではよく男の子たちがケンカをしていた。初めは遊びで、おたがいにじゃれ合っているだけのようだが、しだいになぐったり、けったりと暴力がエスカレートしていった。片方や周りが、

　「おい、もうやめろ」

と言っても、まだ遊びだと思っているのか、意地を張っているのか、いつまでもやめない。

　「だからこんなに強くなったんだ。」私はそう思った。こうなるとだれにも止められない。だんだんさわぎは大きくなり、私も入れて何人かの人が先生を呼びにいった。こうして、おたがいに心も体も傷ついて、周りの人もいやな気持ちになり、ケンカはおさまった。こんなことが何度かあり、遊びでじゃれ合っていることと、ケンカの境界線が分からなくなってきた。

　「どうしたらなおるのだろう。」私の中で、いい案は何一つ出なかった。

　私たちは六年生になった。あいかわらず、小さなケンカをくり返しては、学級の雰囲気を悪くすることがたびたびあった。そんな時ある学活の授業で、先生が黒板に大きな字でこんな言葉を書いた。
　「本気だからやめて」

　この言葉を見た時、私はさっぱり意味が分からなかった。そして先生が言った。

　「この言葉は、遊びのじゃれ合いとケンカの境界線を決める言葉です。」

　すると私の頭の中に、あの小さな事件が浮かんだ。

　「本気だから・・・とは、私は今本気でこう思っているという意味です。本気でやめてほしい、これ以上は苦しいと。だからこう言われたら、さっと手を止めてください。それでもやり続けたらみんなで裁判します。」

　私は目を輝かせて、この話を聞いた。そしてこう思った。

　「私はなぜ、この言葉を思いつかなかったのだろう。もっと早く思いついていたら、これまでのケンカの多くを、なくすことができたかもしれないのに。」と。そして少し感動して、これからこの言葉が、どんな風に効果を上げるのか期待に胸をふくらませた。

　やがてこの言葉を私の学級のみんながいっせいに使い始めた。

　「やめて、もういいよ。」

　「お願い、もうやらないでー。」

　笑いながら、少し怒りながら、そんな事を言ってもなかなかやめないが、

　「本気だからやめて！」

と言うと、ピタッと手が止まる。周りの人も

　「本気って言ったよ。これ以上はだめだよ。」

とかばってくれる。まるでまほうのように、ケンカの回数が減った。ただ最近は、小さな事でもすぐこの言葉を使って、この言葉を軽く考えすぎる人が増えたことが悩みだ。

　だけど、この言葉を世界中の人々一人一人が大切に使うとする。そうすれば、戦争が起こったり大きな事件に発展したりすることはなく、平和で明るい世の中になるのではないだろうか。そう思うと、この言葉の重大さが分かってくる。今はこの言葉の意味を、私の学級の三十二人しか知らない。けれどもし、この言葉を他の学級にも広めて、六年生全体でケンカが減ったら、さらに学校全体、地域全体と、どんどん広がっていったらどうだろう。
　「本気だからやめて」この言葉は、きっと社会を明るくできるカギとなるかもしれない。
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